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森
林
・
林
業
日
本
一
の
町
を
目
指
す
岩
手
県
気
仙

郡
住
田
町
で
は
、
昭
和
五
十
二
年
の
三
月
に
当
時

単
独
の
自
治
体
と
し
て
は
、
珍
し
か
っ
た
「
林
業
振

興
計
画
」
を
作
成
し
、
現
在
ま
で
三
十
年
以
上
に
わ

た
っ
て
、
様
々
な
取
組
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

目
的
は
町
の
九
〇
％
を
占
め
る
豊
富
な
森
林
資
源
を

活
用
し
て
、
町
の
経
済
基
盤
の
安
定
と
林
業
の
長
期

的
な
発
展
を
図
る
こ
と
、
そ
し
て
木
材
の
加
工
、
生

産
、
流
通
、
さ
ら
に
住
宅
生
産
、
販
売
に
い
た
る
工

程
を
シ
ス
テ
ム
化
し
て
行
う
こ
と
で
す
。
住
田
町
役

場 

産
業
振
興
課 

森
林
林
業
日
本
一
の
町
推
進
係
長

の
多
田
裕
一
氏
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
私
ど
も
が
行
っ
て
い
る
最
も
大
き
な
事
業
が
、
川

下
側
か
ら
の
林
業
の
取
組
で
す
。
木
の
伐
採
や
搬

出
な
ど
の
川
上
側
か
ら
の
取
組
は
多
く
行
わ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
住
田
町
で
は
昭
和
五
十
七
年
に

第
三
セ
ク
タ
ー
の
産
直
住
宅
と
し
て
住
田
住
宅
産
業

株
式
会
社
を
設
立
し
た
の
ち
、
平
成
五
年
に
は
プ
レ

カ
ッ
ト
工
場
で
あ
る
、
け
せ
ん
プ
レ
カ
ッ
ト
事
業
協

同
組
合
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
十
年
に

は
集
成
材
を
供
給
す
る
三
陸
木
材
高
次
加
工
協
同
組

合
を
設
立
し
、
平
成
十
四
年
に
は
ラ
ミ
ナ
製
材
を
供

給
す
る
協
同
組
合
さ
ん
り
く
ラ
ン
バ
ー
を
設
置
。
川

下
側
か
ら
の
取
組
を
重
点
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
原

木
か
ら
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
ま
で
の
工
程
が
町
内
に

整
備
さ
れ
て
い
る
の
が
、
住
田
町
の
一
番
の
特
徴
と

美しい森
も

林
り

づくり全国推進会議
岩手県気仙郡住田町が担う

美しい森林づくりへの活動
「美しい森林づくり全国推進会議」に参加している岩手県気仙郡住田町では

森林・林業日本一を目指し、様々な取組を行なっています。
そこで今回、住田町役場 産業振興課 森林林業日本一の町推進係の多田裕一氏に

おもな活動、今後の取組について伺いました。

森
林
・
林
業
日
本
一
を
掲
げ
る
町
。

そ
の
環
境
と
シ
ス
テ
ム
作
り
の
取
組

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」（
多
田
裕
一
氏
）

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
も
積
極
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。
工
場
か
ら
排
出
さ
れ
る
残
材
は
木
質
ペ
レ
ッ

ト
に
加
工
し
、
町
内
の
図
書
館
や
保
育
園
、
小
・
中

学
校
に
置
か
れ
て
い
る
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
や
ペ

レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
に
供
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

木
片
は
工
場
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
木
屑
焚
き
ボ
イ

ラ
ー
や
、
隣
接
し
て
い
る
い
ち
ご
ハ
ウ
ス
の
暖
房
に

も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
木
屑
焚
き
ボ
イ
ラ
ー
は
一

時
間
に
八
ト
ン
の
蒸
気
を
生
産
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

工
場
内
で
は
発
電
設
備
に
も
利
用
さ
れ
て
お
り
、
環

境
に
配
慮
し
た
取
組
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
住
田
町
で
は
〝
森
林
環
境
教
育
〟
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

「
子
供
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
の
方
た
ち
に
自

森林林業日本一の町推進係長の多田裕一氏
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然
と
触
れ
合
い
、
森
林
の
大
切
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
想
い
か
ら
始
ま
っ
た
取
組
で
、
地
元
の
方
が

『
森
の
案
内
人
』
と
な
る
指
導
者
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
保
育
園
で
は『
森
の
保
育
園
』

と
い
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
あ
り
、
宮
沢
賢
治
氏
の
童

話
〝
風
の
又
三
郎
〟
の
舞
台
に
な
っ
た
こ
と
で
も
知

ら
れ
る
種
山
ヶ
原
に
季
節
ご
と
に
出
か
け
ま
す
。
小

学
校
で
は
、
森
林
学
習
が
授
業
の
中
に
組
み
こ
ま
れ

て
い
て
、
森
林
の
水
源
か
ん
養
機
能
な
ど
に
つ
い
て

学
び
ま
す
し
、
中
学
校
で
は
森
林
組
合
等
の
作
業
員

の
方
の
指
導
の
も
と
、
間
伐
体
験
も
行
っ
て
い
ま
す
。

大
人
向
け
に
は
森
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
草
花
の
鑑

賞
会
な
ど
が
企
画
さ
れ
、
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ

い
て
い
ま
す
」（
多
田
裕
一
氏
）

こ
れ
ら
三
つ
の
積
極
的
な
活
動
を
総
合
的
に
網
羅

す
る
も
の
、
と
多
田
裕
一
氏
が
位
置
づ
け
た
の
が
Ｆ

Ｓ
Ｃ
森
林
認
証
の
取
組
。
森
林
認
証
と
は
、
世
界
的

な
森
林
減
少
や
劣
化
の
問
題
等
を
背
景
に
、
民
間
団

体
が
森
林
経
営
に
お
け
る
環
境
へ
の
配
慮
等
に
つ
い

て
独
自
の
基
準
に
基
づ
き
森
林
を
認
証
す
る
制
度
の

こ
と
で
す
。

「
住
田
町
で
は
町
有
林
を
ふ
く
む
約
一
万
ha
の
森
林

を
Ｆ
Ｓ
Ｃ
森
林
認
証
と
し
て
環
境
に
配
慮
し
た
管
理
、

経
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
伐
採
さ
れ
た
木
材

が
Ｆ
Ｓ
Ｃ
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
入
っ
た
製
品
と
な
っ
て
供

給
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
製
品
に
は
テ
ー
ブ
ル
や
コ
ー

ナ
ー
ラ
ッ
ク
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ
ッ
ク
ス
、
コ
ー
ス

タ
ー
な
ど
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
Ｆ
Ｓ
Ｃ
木

材
を
使
用
し
た
住
宅
に
関
し
て
は
町
内
な
ら
四
十
万

円
、町
外
な
ら
二
十
万
円
の
助
成
も
行
っ
て
い
ま
す
」

「
美
し
い
森
林
づ
く
り
推
進
会
議
」
の
参
加
団
体
と

し
て
、
こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
利

益
を
再
び
森
林
に
還
元
し
、
循
環
型
の
社
会
を
作
る

こ
と
が
住
田
町
の
願
い
で
も
あ
り
ま
す
。

１：森の保育園
２：小学校での森林学習
３：中学生は間伐を体験
４：大人向け鑑賞会
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